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・おべんとう と すいとう（ごごからも りようするとき）

・ノートやえんぴつ、けしゴム、じょうぎなど

・ティッシュ と ハンカチ

・なごホーム（じどうかん）でやりたいことで、

いえからもってこられるもの

（きょうかしょ、ドリル、がっこうのタブレット、よみたいほんなど）

※おおきなおと が でる がっき や スピーカー などは、つかえないこともあります

※くすりをもってきたらしらせてください

※なごホーム（じどうかん）でつかわないもの（きちょうひんなど）は

もってこないようにしましょう。

もってきたばあいは、しょくいんがあずかります。

～グランドルール（みんなでたいせつにしたいこと）～

①じぶんのきもちやからだ をたいせつ にしよう

②まわりのひとときもちよくすごすためのルールをしろう

（まずは“なごホーム（じどうかん）のルール”から！）

③じぶんのきもちもあいてのきもちもたいせつにして、

ひととかかわっていこう

１. なごホーム（じどうかん）のいきかえりは、こうつうあんぜんに

きをつけましょう。

２. しょくいんは、みんながあんしんしてすごせるようにそばにいます。

わからないことや、まよったときは、しょくいんにきいてください。

３. おひるごはんは、なごホーム（じどうかん）のなかでたべましょう。

４. なごホーム（じどうかん）にきている、ほかのひとのめいわくに

ならないようにしましょう。

※ ふくそうなどのきまりはありません。

あんしんして、きもちよくすごせるふくそうで、

きてください。
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【できないこと】

・感染症等による出席停止期間中の利用

・保護者等同伴での利用

（お子さんのみで利用してください）

〇保護者の皆様へ

【事業について】

・当事業は「学校へ通うことは難しいが、家から出られるお子さん」 を

対象とし、居場所を提供する事業です。

・当事業は児童館事業の一部です。利用の際には登録をしていただき、児童館

及び当事業のルールを守っていただきます。

・来館方法については、お子さんの発達段階や安全面などを十分にご考慮いただ

き、ご家庭でご相談のうえ決定してください。

・往復途上の事故等につきましては補償いたしかねますので、

安全面には十分ご留意ください。

・自由にご利用いただく想定ですが、必要に応じて安全確認のため出席・欠席に

関する確認連絡を行うことがあります。

・毎月の活動記録は毎月学校へ提出します（名古屋市立の小中学校に限る）。

※申し込み時に同意をいただいた場合に限ります。また、出席扱いについ

ては、各学校長の判断となります。

・学習ではなく居場所を主目的としていますが、お子さんが

学習を希望する場合は、自主学習をしていただけます。

・なごホーム（児童館）の他事業等との併用をしていただけます。

・複数年度利用される場合も毎年お申込みいただく必要があります。

【保護者の方へのお願い】

・昼食は原則ご自宅でご用意し、持参してください。

・活動内容により、材料費・食材費等の実費をいただく場合があります。

・調理実習やおやつ作り等を行う場合があります。登録申し込みの際に記載され

たアレルギー情報を確認しますので必ずご記載ください。
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【利用をお断りする場合があります】

・乳幼児等も利用する施設のため、お子さんの行動等によっては 安全面を考慮

して利用をお断りする場合があります。

・個別の対応や特別な配慮が必要な場合は、職員体制等による安全管理の観点

から利用をお断りする場合があります。

【その他】

・状況に応じて関係機関をご紹介させていただくことがあります。その際の情報

共有は、原則として事前にご説明し、ご理解・ご同意をいただいた上で行いま

す。

・当日の過ごし方や過ごす場所は、基本的には自由ですが、他事業・イベントの

実施等で過ごし方や場所が限定される場合があります。

その場合は職員の指示に従っていただきますようお願いします。

・利用中にお子さんが体調不良や利用拒否等で利用が困難と判断される場合は、

途中でお迎え等をお願いする場合があります。

・当事業がお休みの日や終了後は、自由来館として なごホーム（児童館）をご利

用できます。

・（短時間型）当事業の実施時間は留守家庭児童クラブの実施時間に応じていま

す。留守家庭児童クラブ登録児童の所属校の休校日や早帰りとなる日は、実施

内容の変更や、お休みまたは終了時間が早くなる場合がありますのでご了承く

ださい。
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